
陸上自衛隊患者統計規則 

昭和 31 年４月９日 

陸上自衛隊達第 92―２号 

改正 昭和 31年 10 月 15 日達第 30―６―１号 昭和 33 年３月 10 日達第 30―６―２号 

   昭和 35 年１月 27 日達第 30―６―３号 昭和 36 年２月 20 日達第 30―６―４号 

   昭和 40 年２月 23 日達第 122―54 号 昭和 41 年３月 29 日達第 30―６―５号 

   昭和 43 年 12 月５日達第 92―２―１号 昭和 51 年３月１日達第 92―２―２号 

   昭和 52 年９月 22 日達第 92―２―３号 昭和 53 年１月 13 日達第 122―108 号 

   昭和 53 年９月 20 日達第 92―２―４号 昭和 54 年２月２日達第 92―２―５号 

   昭和 55年 12 月 24 日達第 92―２―６号 昭和 57 年４月 30 日達第 122―119 号 

   昭和 63 年４月８日達第 122―126 号 平成元年２月 10 日達第 122―127 号 

   平成７年３月 22 日達第 92―２―７号 平成 12 年３月 28 日達第 92―２―８号 

   平成 18 年７月 26 日達第 122―211 号 平成 20 年７月 23 日達第 122―228 号 

   平成 21 年２月３日達第 122―230 号 平成 23 年４月１日達第 32―19 号 

   平成 24 年３月 21 日達第 92―２―９号 平成 31 年４月 19 日達第 122－302 号 

 令和元年６月 27 日達 122－303 号  

 

陸上自衛隊患者統計規則を次のように定める。 

陸上幕僚長 陸将 筒井 竹雄 

陸上自衛隊患者統計規則 

（患者統計の目的） 

第１条 陸上自衛隊における患者統計は、陸上自衛隊における患者の実態及び

医療の状況を明確に把握し、かつ、患者に関する統計の体系を整備して健康

管理の企画及び運営に必要な基礎資料を得て衛生業務の向上増進に寄与する

ことを目的とする。 

（統計調査表の種類等） 

第２条 患者統計調査表は、就業患者月報、無効患者個票及び死亡個票の３種

とする。 

２ 死亡個票の様式は別紙のとおりとする。 

３ 就業患者月報及び無効患者個票に記載すべき患者は、陸上自衛官で傷病に

かかった者とする。 

４ 死亡個票に記載すべき者は、死亡した陸上自衛官及び事務官等とする。 

（報告） 

第３条 方面総監は、当該方面区に所在する部隊等（自衛隊体育学校、自衛隊

中央病院及び市ヶ谷駐屯地に所在する部隊等を除く。）に係るその月の死亡

個票を翌月 25 日までに陸上幕僚長に提出しなければならない。（衛定第１） 

２ 自衛隊体育学校長、自衛隊中央病院長及び中央業務支援隊長は、その月の 

死亡個票を翌月 25 日までに陸上幕僚長に提出しなければならない。（衛定 

第１号） 



３ 就業患者月報及び無効患者個票の報告要領等については別に定める。 

（報告の保存期間等） 

第４条 死亡個票の保存期間は、１年とする。 

附 則 

この規則は、昭和 31 年４月９日から施行し、昭和 31 年４月１日から適用す

る。 

附 則（昭和 31 年 10 月 15 日陸上自衛隊達第３―６―１号） 

この達は、昭和 31 年 10 月１日から施行する。 

附 則（昭和 33 年３月 10 日陸上自衛隊達第 30―６―２号） 

この達は、昭和 33 年４月１日から施行する。 

附 則（昭和 35 年１月 27 日陸上自衛隊達第 30―６―３号） 

この達は、昭和 35 年１月 27 日から施行し、昭和 35 年１月 14 日から適用す

る。 

附 則（昭和 36 年２月 20 日陸上自衛隊達第 30―６―４号） 

この達は、昭和 36 年４月１日から施行し、昭和 36 年４月分の報告から適用

する。 

附 則（昭和 40 年２月 23 日陸上自衛隊達第 122―54 号） 

この達は、昭和 40 年４月１日から施行する。 

附 則（昭和 41 年３月 29 日陸上自衛隊達第 30―６―５号） 

１ この達は、昭和 41 年４月１日から施行する。 

２ 現行定型用紙は、所要の修正を行ない使用する。 

附 則（昭和 43 年 12 月５日陸上自衛隊達第 92―２―１号） 

この達は、昭和 44 年４月１日から施行する。 

附 則（昭和 51 年３月１日陸上自衛隊達第 92―２―２号） 

この達は、昭和 51 年４月１日から施行する。 

附 則（昭和 52 年９月 22 日陸上自衛隊達第 92―２―３号） 

この達は、昭和 52 年 10 月１日から施行する。 

附 則（昭和 52 年１月 13 日陸上自衛隊達第 122―108 号） 

この達は、昭和 53 年１月 30 日から施行する。 

附 則（昭和 53 年９月 20 日陸上自衛隊達第 92―２―４号） 

この達は、昭和 53 年 10 月１日から施行する。 

附 則（昭和 54 年２月２日陸上自衛隊達第 92―２―５号） 

１ この達は、昭和 54 年４月１日から施行する。 

２ 現行の定型用紙は、所要の修正を行い使用することができる。 

附 則（昭和 55 年 12 月 24 日陸上自衛隊達第 92―２―６号） 

この達は、昭和 56 年４月１日から施行する。 

附 則（昭和 57 年４月 30 日陸上自衛隊達第 122―119 号） 

１ この達は、昭和 57 年４月 30 日から施行する。 

２ この達施行の際現に保有する公印は、新たに作成するまでそのまま使用する

ことができる。 

３ この達施行の際現に保有する旧様式の用紙類は、当分の間内容を修正して使

用することができる。 



附 則（昭和 63 年４月８日陸上自衛隊達第 122―126 号） 

この達は、昭和 63 年４月８日から施行する。 

附 則（平成元年２月 10 日陸上自衛隊達第 122―127 号） 

１ この達は、平成元年２月 10 日から施行し、同年１月８日から適用する。 

２ この達施行の際、現に保有する旧様式の用紙類は所要の修正を行い使用する

ことができる。 

附 則（平成７年３月 22 日陸上自衛隊達第 92―２―７号） 

１ この達は、平成７年４月１日から施行し、平成７年度の患者統計の作成から

適用する。 

２ この達施行の際、現に保有している旧様式の用紙類は、当分の間、内容を修

正して使用することができる。 

附 則（平成 12 年３月 28 日陸上自衛隊達第 92―２―８号） 

この達は、平成 12 年３月 28 日から施行する。 

附 則（平成 18 年７月 26 日陸上自衛隊達第 122―211 号） 

この達は、平成 18 年７月 31 日から施行する。 

附 則（平成 20 年７月 23 日陸上自衛隊達第 122―228 号） 

この達は、平成 20 年７月 23 日から施行する。 

附 則（平成 21 年２月３日陸上自衛隊達第 122―230 号） 

この達は、平成 21 年２月３日から施行する。 

附 則（平成 23 年４月１日陸上自衛隊達第 32―19 号抄） 

 この達は、平成 23 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 24 年３月 21 日陸上自衛隊達第 92―２―９号） 

この達は、平成 24 年４月１日から施行し、平成 24 年４月分の報告から適用

する。 

附 則（平成 31 年４月 19 日陸上自衛隊達第 122―302 号） 

１ この達は、平成 31 年５月１日から施行する。 

２ この達施行の際、現に保有する旧様式の用紙類は所要の修正を行い使用す

ることができる。 

   附 則（令和元年６月 27 日陸上自衛隊達第 122―303 号） 

１ この達は、令和元年７月１日から施行する。 

２ この達の施行の際、現に存する本改正前の様式による用紙は、当分の間、

これを修正した上使用することができる。 

 

 

 

 

 

 



 


